
コウタロウは、よく　おふろそうじを　やります。
おふろそうじを　やると、かぞくみんなが　よろこんでく

れます。きのうも、おかあさんが　ほめてくれました。
「コウタロウの　おかげで、さっぱりと　おふろに　はいる
ことが　できるよ。ありがとう。」
コウタロウは、うれしかったので、せんげんすることにし

ました。
「あしたも　やってあげるよ！」
「ほんとうに？　たすかるよ。ありがとう。まかせるね。」

きょうは、ケイトの　いえに　やってきています。
ケイトの　もっている　ゲームは　おもしろくて、むちゅ

うになって　やってしまいます。いえに　かえるじかんに　
なっても、まだ　つづけていたいと　おもいました。
ケイトは　いいました。

「まだ、じかんは　だいじょうぶなんだろう？　もっと　や
ろうよ。」
「でも──。」
いますぐ　かえらないと、おとうさんが　かえってきます。

コウタロウは、すぐに　かえるべきでしょうか。ゲームを　
つづけるべきでしょうか。あなたの　かんがえと　りゆうを　
かきましょう。

はなしあって　かんがえたことを　かきましょう。

ねん　　　くみ　（　　　　　　　　　　　　）

おとうさんは　
かえってきたら　
すぐに　おふろに　はいるので、それまでに　おふろそうじ
を　してあげなければいけません。でも、ケイトと、もうす
こし　あそびたいなとも　おもいました。

おふろそうじ5 希望と勇気、努力と強い意志　×　友情、信頼




